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症例は 110例 43%、判断不能の症例は 30例 12%であり、肺炎・閉塞性気道疾患の増悪、胃腸炎では診断が同
じ症例のほうが、胆嚢・胆管炎、脳卒中、髄膜炎では診断が異なる症例のほうが有意に多かった。 
考察：本研究の結果得られた 7d-BBA および 3d-BBA の頻度は同様の条件で行われた海外の先行研究（各
1.5-2.6%、0.5-1.5%）と近似していたが、各研究の条件が異なり、単純に比較することは困難であった。現
時点で、世界的に目標とすべき7d-BBAの頻度が明らかでないことからも、7d-BBAを他施設と比較することは
せず、エラーの分析に用いたり、当院における目標値を探ったりすることにした。その結果、多くのエラー
は患者が発症早期に来院していることと関連があり、診断エラーの症例では疾患特異的な症状の欠如により
診断に必要な検査が十分行われていない可能性、治療管理エラーの症例では疾患の基礎疾患への影響が十分
考慮できていない可能性などが考慮された。これらの分析は関係者で共有し、診療の改善に役立てた。さら
に、その介入効果をみるためBBAsの調査を継続したところ、2013年から2016年にかけて、帰宅後7日以内
の入院の頻度の持続的な減少が確認できた。 
結語：BBAの頻度は救急診療の質を表す指標になりうると考えられた。初診時とBBA時の診断の比較分析を行
うことでエラーの内容を評価することができ、BBAの測定を繰り返し行うことで診療プロセスの改善に役立つ
可能性がある。 
